
我が国の教育は、どこへ行くべきか？（２）
―教育環境と学習指導要領の変遷―

本日の授業の目標
○戦後の我が国の教育の歩みを、学習指導要領の変遷をもとに振り返る。あわせて、社会の情勢など教育を
取り巻く環境との関連を理解する。これらを通して、これからの教育のあり方を展望する。

◆◆教科の系統性　抜粋　　　ーー　現代教育方法事典より W

【語義】教科の系統性とは，子どもの学習する教科の内容が，前後に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿があり，

前に学んだことが後の学習の＿＿＿＿＿として役立ち，

後で学ぶことが前の学習の＿＿＿＿＿＿として＿＿＿＿＿＿＿＿＿に高まっていくような　指導のあり方。

系統性のある指導は，＿＿＿＿＿＿＿＿が相互に＿＿＿＿的に結びついているとともに，

＿＿＿＿＿＿＿＿の筋道にも沿って順次的に配列。

【意義と歴史的展開】戦後の＿＿＿＿＿＿　では、　

　＿＿＿＿＿＿＿＿な＿＿＿＿＿＿＿＿の習得と＿＿＿＿＿＿＿＿＿を＿＿＿＿＿＿＿＿する能力とが対立

教科も子どもの「＿＿＿＿＿＿＿」（『学習指導要領一般編』1951）

　＿＿＿＿＿＿学習　対　＿＿＿＿学習の論争

1958（昭和33）年の改訂では学習指導要領も＿＿＿＿＿＿＿のほうに傾斜

1960 年代の「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」運動の中では，＿＿＿＿＿の理論的水準を高め，

　　＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿を骨組みとして教科の＿＿＿＿＿を図ることが強調

しかし，この場合にも，＿＿＿＿＿＿＿＿　と　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿との関係が問題
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の中から，＿＿＿＿＿に最も適したものを選んだり，つくり出すことが必要

さらに，そのような＿＿＿＿＿＿を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿子どもの知能に合わせる形で＿＿＿＿＿する必要

B．B．ダヴィドフ

　＿＿＿＿＿的概念とは区別される＿＿＿＿＿的概念の体系を　＿＿＿＿＿＿＿＿に再編成する一般的原理

　　すべての概念は，＿＿＿＿＿＿＿として与えられるのでなく、＿＿＿＿が＿＿＿＿＿する＿＿＿＿＿を

子どもたちが検討するという方法で習得される必要。　＿＿＿＿＿的な関係の学習から＿＿＿＿＿＿＿的な

ものへと進む。それらの＿＿＿＿＿＿関係は，＿＿＿＿的な物，＿＿＿あるいは＿＿＿＿による＿＿＿＿で

再現することが必要。対象的行為の形成から内面的な知的行為の形成へと進む。

これに類するものとして＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿発案の「＿＿＿＿＿方式」による計算指導体系がある。

計算の諸過程を単純な要素（＿＿＿＿＿＿）に分析し，ついでそれらを複合するなかで内容相互の

「＿＿＿―＿＿＿」の関係を明らかにし，＿＿＿＿的なものから＿＿＿＿的な＿＿＿＿＿へと進む方式

ここでも半具体物「＿＿＿＿＿＿」を使った対象的行為により＿＿＿をつかむことから始めることが重視

［参］柴田義松『21 世紀を拓く教授学』明治図書，2001．柴田義松『教育課程―カリキュラム入門』有
斐閣，2000．（柴田義松）

学習指導要領とは
◆◆学習指導要領の基準性　　　ーー現代教育方法事典から

【意義】＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿）の基本を目に見える形で公にした文書が学習指導要領

学習指導要領には，教育課程の領域，学校で扱う＿＿＿＿＿等の種類と盛り込まれるべき＿＿＿の基本，

基準授業時間数，高校卒業単位数，＿＿＿＿上の＿＿＿＿＿点などが示されている。

　学習指導要領は，＿＿＿＿＿＿等の作成にとっても事実上の基準的文書となっている。

【展開】最初の学習指導要領は＿＿＿＿＿＿（昭和＿＿＿）年3 月発行の「学習指導要領一般編（試案）」

そこでは「試案」の2 文字に象徴されるように，学習指導要領は教育課程の＿＿＿＿＿＿＿ではなかった。

教育課程は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿と地域・家庭の＿＿＿＿＿＿＿＿の分析と把握を踏まえて
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＿＿＿＿＿＿で＿＿＿＿＿＿＿＿＿の責任のもとに編成されるべきだとされた。

　「試案」＝参考的手引という性格は，＿＿＿＿＿＿＿年の全面改訂でも一応維持

＿＿＿＿＿＿＿＿＿年の小・中学校社会科編および，後期中等教育の「多様化」へ舵を切る＿＿＿＿＿＿＿ 

年2 月の高校学習指導要領改訂（いわゆる55 年度改訂）から「試案」の2 文字が消える。

＿＿＿＿＿＿年の小・中学校学習指導要領改訂（高校は＿＿＿＿＿＿年改訂）からは「＿＿＿＿＿＿＿＿」

という位置づけを付与され，学習指導要領が＿＿＿＿＿＿に登載される。そのことをもって，学習指導要領

は教育内容の＿＿＿＿＿＿＿＿＿をもち，それゆえ学校現場と教職員に対して＿＿＿＿＿＿＿をもつ文書と

なったのだと説明されて今日に至る。

【ゆれる基準性】

第一には，1970 年代から顕在化し始めた学習からの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が，一層顕著

第二には，学習指導要領に盛られた内容は“＿＿＿＿＿＿＿”か，それとも“＿＿＿＿＿”であるかの問題

1970 年代末以来の「＿＿＿＿＿＿＿＿」路線の破綻や，「＿＿＿＿＿」大合唱のもとで，文部行政は，

放課後や土曜日の補習の推奨などとともに学習指導要領の水準を超えた「発展的な学習」を求めるに至る

（2002 年1 月“＿＿＿＿＿＿＿＿＿”アピールおよび2003 年10 月の＿＿＿＿＿＿など）。

第三に，教育における＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿の志向は基準性の強調としばしば矛盾・対立

［参］朝日新聞取材班『転機の教育』朝日文庫，2003．（水内宏）

参考情報
○過去の学習指導要領：http://www.nicer.go.jp/guideline/old/（教育情報ナショナルセンター）
○現行学習指導要領：http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/990301.htm（文科省）
○新しい学習指導要領：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm（文科省）
○審議会情報（中央教育審議会）：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/
index.htm（文科省）　2008年1月17日 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善について（答申）
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講義資料（学習マップ） 
「戦後の学習指導要領の変遷（２）」

A それぞれの学習指導要領
の概要を知ろう

B それぞれの学習指導要領
の特徴を考えよう

　その前に、戦前の教育を振り返ろう

制度的な位置づけ
時代背景
学習観

時期、内容の特徴

1872　明治5年　学制　

A0

1880　明治13年　改正教育例　修身　

1890　明治20年　教育勅語　

1903　明治36年　教科書国定制　

←子どもからの教育
　　「大正自由教育」、「大正新教育」

A0-1

B0

学事奨励、国民皆学、近代化、富国強兵、
→　復古主義がくわわる

→　国家主義が強まる

　大正期は、新しい教育の芽生え

戦後教育改革
米国教育使節団
「新教育」

A1-1

1947   学習指導要領（試案）
A1

教師自身が教育課程を研究する手引き
戦後教育改革
児童中心主義、経験主義
「児童の現実の生活」を「教育の出発点」

1951　学習指導要領（試案）

B1
修身、歴史、地理、を廃止し、「社会科」が新設
「自由研究」の新設　→　自発的な活動を促す
男女共修の「家庭科」の新設

自由研究が「教科外活動」
時間配当が４領域に分割され、提示

A2 B2継承・発展
教科外もふくめたひろい概念で教育をとらえる
教育課程

A3 1958　学習指導要領
特設「道徳」
基礎学力の充実のため、国語／算数の時間数増加

形式／内容ともに、大きく変化
「試案」消滅  --告示
経験主義から系統主義へ

B3
B4-2

スプートニック
ショック
ロシアの人工衛星
打ち上げ成功
アメリカで教育内
容の現代化

→日本に影響

A4 1968　学習指導要領
授業時数が、最低時数ではなく、標準時数
数学／理科で、教育内容の現代化
基本事項の精選

個性、能力に応じた指導
系統性の重視
教育内容の高度化

B4

A5 1977　学習指導要領
「ゆとりある、しかも充実した学校生活」
授業時間数を約１割削減
「ゆとりの時間」（学校裁量時間）をもうける

おちこぼれ、不登校、非行
人間性豊かな児童・生徒

B5

B6 1989　学習指導要領
小学校低学年　社会科／理科の廃止　生活科
道徳指導の強化
国旗・国家の取扱いを明確
情報化、国際化への対応

社会の変化に対応できる能力
個性／能力に応じた教育

B6
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1947年　学習指導要領（試案）　序論
一　なぜこの書はつくられたか
　いまわが国の教育はこれまでとちがった方向にむかって進んでいる。この方向がどんな方向をとり，どん
なふうのあらわれを見せているかということは，もはやだれの胸にもそれと感ぜられていることと思う。こ
のようなあらわれのうちでいちばんたいせつだと思われることは，これまでとかく上の方からきめて与えら
れたことを，どこまでもそのとおりに実行するといった画一的な傾きのあったのが，こんどはむしろ下の方
からみんなの力で，いろいろと，作りあげて行くようになって来たということである。
　これまでの教育では，その内容を中央できめると，それをどんなところでも，どんな児童にも一様にあて
はめて行こうとした。だからどうしてもいわゆる画一的になって，教育の実際の場での創意や工夫がなされ
る余地がなかった。このようなことは，教育の実際にいろいろな不合理をもたらし，教育の生気をそぐよう
なことになった。たとえば，四月のはじめには，どこでも桜の花のことをおしえるようにきめられたため
に，あるところでは花はとっくに散ってしまったのに，それをおしえなくてはならないし，あるところでは
まだつぼみのかたい桜の木をながめながら花のことをおしえなくてはならない，といったようなことさえ
あった。また都会の児童も，山の中の児童も，そのまわりの状態のちがいなどにおかまいなく同じことを教
えられるといった不合理なこともあった。しかもそのようなやり方は，教育の現場で指導にあたる教師の立
場を，機械的なものにしてしまって，自分の創意や工夫の力を失わせ，ために教育に生き生きした動きを少
なくするようなことになり，時には教師の考えを，あてがわれたことを型どおりにおしえておけばよい，と
いった気持におとしいれ，ほんとうに生きた指導をしようとする心持を失わせるようなこともあったのであ
る。
　もちろん教育に一定の目標があることは事実である。また一つの骨組みに従って行くことを要求されてい
ることも事実である。しかしそういう目標に達するためには，その骨組みに従いながらも，その地域の社会
の特性や，学校の施設の実情やさらに児童の特性に応じて，それぞれの現場でそれらの事情にぴったりした
内容を考え，その方法を工夫してこそよく行くのであって，ただあてがわれた型のとおりにやるのでは，か
えって目的を達するに遠くなるのである。またそういう工夫があってこそ，生きた教師の働きが求められる
のであって，型のとおりにやるのなら教師は機械にすぎない。そのために熱意が失われがちになるのは当然
といわなければならない。これからの教育が，ほんとうに民主的な国民を育てあげて行こうとするならば，
まずこのような点から改められなくてはなるまい。このために，直接に児童に接してその育成の任に当たる
教師は，よくそれぞれの地域の社会の特性を見てとり，児童を知って，たえず教育の内容についても，方法
についても工夫をこらして，これを適切なものにして，教育の目的を達するように努めなくてはなるまい。
いまこの祖国の新しい出発に際して教育の負っている責任の重大であることは，いやしくも，教育者たるも
のの，だれもが痛感しているところである。われわれは児童を愛し，社会を愛し，国を愛し，そしてりっぱ
な国民をそだてあげて，世界の文化の発展につくそうとする望みを胸において，あらんかぎりの努力をささ
げなくてはならない。そのためにまずわれわれの教壇生活をこのようにして充実し，われわれの力で日本の
教育をりっぱなものにして行くことがなによりたいせつなのではないだろうか。
　この書は，学習の指導について述べるのが目的であるが，これまでの教師用書のように，一つの動かすこ
とのできない道をきめて，それを示そうとするような目的でつくられたものではない。新しく児童の要求と
社会の要求とに応じて生まれた教科課程をどんなふうにして生かして行くかを教師自身が自分で研究して行
く手びきとして書かれたものである。しかし，新しい学年のために短い時間で編集を進めなければならな
かったため，すべてについて十分意を尽くすことができなかったし，教師各位の意見をまとめることもでき
なかった。ただこの編集のために作られた委員会の意見と，―部分の実際家の意見によって，とりいそぎま
とめたものである。この書を読まれる人々は，これが全くの試みとして作られたことを念頭におかれ，今後
完全なものをつくるために，続々と意見を寄せられて，その完成に協力されることを切に望むものである。
二　どんな研究の問題があるか
　いま述べたように，教育をその現場の地域の社会に即し，児童に即して，適切なものにして行くために
は，いったいどんなことを研究して行ったらよいであろうか。
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　まず第一に考えられることは，教育がその目標に達するように学習の指導をしようとすれば，わが国の一
般社会，ならびにその学校のある地域の社会の特性を知り，その要求に耳を傾けなくてはならない。ここに
一つの研究問題がある。
　次に問題になるのは現実の児童の生活である。このことはだれでもすでに知っているように，児童は身ぢ
かな見なれたことを基にして新しいことを学びとって行くものである。また学習が十分な効果をあげるに
は，児童が積極的にみずからこれを学ぶのでなければならない。だから児童の生活から離れた指導は，結局
成果を得ることはできない。この意味において，教師が児童の指導をするにあたって，その素材を選ぶため
には，児童の興味や日常の活動を知ることが欠くことのできないところである。本書ではこの点を考えて，
児童の活動や興味についての手がかりを得ることができるように，後に見るように，児童生活のあらましに
ついてのべることにした。しかし，これはまだ決して完全なものではなく，一つの試みとしてのべたに過ぎ
ないのであるし，そのうえ児童の生活は地域地域によって多かれ少なかれ違ったものを持っている。だから
教師各位は，これにとらわれることなく，その地域の児童の生活の実情について，これをつかまえることに
努力してもらいたい。そしてその適確なもの―すなわち児童の指導にあたって効果をあげるに役立ったもの
―については，これを大小となく報告をされたい。これによってわれわれは近い将来において児童の発達に
応じた活動を豊かにこの書におりこむことができるようになると思う。ここにまた一つの研究問題がある。
　このようにして，教材についての研究が進められたとしても，学習指導の研究がそこに止まってならない
ことはいうまでもない。すなわち次にはこれらをどうしたら児童がよく学んで行くことができるかを研究し
てみなくてはならない。たとえ教材が適切であっても指導の方法がよろしくなければ，とうていその効果を
あげることはできない。そこで教師は学校の設備や教具について考え，その地域の児童の生活を知って，そ
れらの上に方法を工夫しなければならない。これまでわが国の学校で行われていた指導法は，ともすると単
純できまりきっていて，豊かな児童の生活の動きや，その地域の自然や社会の特性や，学校の設備などが生
かされていないうらみがあった。われわれは，もっといきいきした豊かな方法を地域に即し，学校に即し，
児童に即して研究しなくてはならない。ここにも研究の問題がある。この書は，このような工夫の参考にと
思って指導方法の一般的なものについて述べたが，もとより完全なものではない。教師各位は現場の経験に
もとづいていっそう適切な指導法を工夫することがたいせつである。
　このようにして，教材の研究も方法の研究もきわめて必要であるが，それが単なる思いつきや主観的なも
のであってはならないことはもちろんである。その研究がいつも確実な基礎を持った科学的な考え方でなさ
れなくてはならない。それには特に指導の結果を正確にしらべて，そこから教材なり指導法なりを吟味する
ことがたいせつである。つまり正確な指導結果の考査によって教材や指導法の適不適をしらべる材料を得
て，これによって進めていくことが必要なのである。しかもこの考査によって，児童もまた，自分が学習の
目的にどの程度近づいたかを知って，みずからの学習について反省の資料を得ることができるのである。こ
こでわれわれはどうしたら学習の結果を正確にしらべることができるかを研究する必要がある。この書はこ
の点についても一応その方法を述べたのであるが，教師各位はこれを参考にされて，もっと適切な方法を工
夫して指導をいっそう効果あるようにする資料とされたい。
三　この書の内容
　以上のような趣旨でこの書は上に述べたような研究への手びきとなるためにつくられたのである。
　そこで次にまずその一般論として，今日のわが国の社会のありさまからみて，どんな教育の目標が考えら
れるべきかを述べ，新しい教科課程をかかげ，それとともに児童生活の発達と指導方法の一般ならびに指導
結果の考査法とを，概説することとした。
　各教科の指導要領ではそれぞれの教科の指導目標と，その教科を学習して行くために働く児童の能力の発
達を述べ，教材のたての関係を見るための単元の一覧表をかかげ，その教科の指導法と指導結果の考査法と
を概説することにした。そして各学年の指導内容については単元を分けて，その目標，指導方法，指導結果
の考査法について参考となる事項をあげておいた。
　これまでもしばしば述べたように，この書は不完全ではあっても，このようなことについての現場の研究
の手びきとなることを志したのであって，その完成は今後全国の教師各位の協力にまたなくてはならない。
そのために別に現場の経験や意見を報告していただく報告票を刊行することになている。各位はこれによっ
て本書の改訂に協力していただきたい。この幼い研究の手引きが，各位の協力によって将来健康に成長する
ことを確信して，この書をお手もとにとどける。切に熱心な研究と協力とを望む次第である。
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２００８年中学校学習指導要領

第1章　総則
第1　教育課程編成の一般方針
　1.　　各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章以下に示すところに従
い，生徒の人間として調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態及び生徒の心身の発達の段階や特性等
を十分考慮して，適切な教育課程を編成するものとし，これらに掲げる目標を達成するよう教育を行うもの
とする。
　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，生徒に生きる力をはぐくむことを目指し，創意
工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これ
らを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくむとともに，主体
的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充実に努めなければならない。その際，生徒の発達の
段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立
するよう配慮しなければならない。
　2.　　学校における道徳教育は，道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道
徳の時間はもとより，各教科，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，生徒の発達の
段階を考慮して，適切な指導を行わなければならない。
　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，人間尊重の精神と生命に
対する畏（い）敬の念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな心をもち，伝
統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図るとともに，
公共の精神を尊び，民主的な社会及び国家の発展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環境の保
全に貢献し未来を拓（ひら）く主体性のある日本人を育成するため，その基盤としての道徳性を養うことを
目標とする。
　道徳教育を進めるに当たっては，教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めるとともに，生徒が道徳的価
値に基づいた人間としての生き方についての自覚を深め，家庭や地域社会との連携を図りながら，職場体験
活動やボランティア活動，自然体験活動などの豊かな体験を通して生徒の内面に根ざした道徳性の育成が図
られるよう配慮しなければならない。その際，特に生徒が自他の生命を尊重し，規律ある生活ができ，自分
の将来を考え，法やきまりの意義の理解を深め，主体的に社会の形成に参画し，国際社会に生きる日本人と
しての自覚を身に付けるようにすることなどに配慮しなければならない。
　3.　　学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通
じて適切に行うものとする。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する
指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，保健体育科の時間はもとより，技術・家庭科，特
別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また，それらの指導を通
して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促
し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなければならない。
第2　内容等の取扱いに関する共通的事項
　1.　　第2章以下に示す各教科，道徳及び特別活動の内容に関する事項は，特に示す場合を除き，いずれ
の学校においても取り扱わなければならない。
　2.　　学校において特に必要がある場合には，第2章以下に示していない内容を加えて指導することがで
きる。また，第2章以下に示す内容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項は，すべての生徒に対し
て指導するものとする内容の範囲や程度等を示したものであり，学校において特に必要がある場合には，こ
の事項にかかわらず指導することができる。ただし，これらの場合には，第2章以下に示す各教科，道徳及
び特別活動並びに各学年，各分野又は各言語の目標や内容の趣旨を逸脱したり，生徒の負担過重となったり
することのないようにしなければならない。
　3.　　第2章以下に示す各教科，道徳及び特別活動並びに各学年，各分野又は各言語の内容に掲げる事項
の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序を示すものではないので，学校においては，その取扱いについ
て適切な工夫を加えるものとする。
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　4.　　学校において2以上の学年の生徒で編制する学級について特に必要がある場合には，各教科の目標
の達成に支障のない範囲内で，各教科の目標及び内容について学年別の順序によらないことができる。
　5.　　各学校においては，選択教科を開設し，生徒に履修させることができる。その場合にあっては，地
域や学校，生徒の実態を考慮し，すべての生徒に指導すべき内容との関連を図りつつ，選択教科の授業時数
及び内容を適切に定め選択教科の指導計画を作成するものとする。
　6.　　選択教科の内容については，課題学習，補充的な学習や発展的な学習など，生徒の特性等に応じた
多様な学習活動が行えるよう各学校において適切に定めるものとする。その際，生徒の負担過重となること
のないようにしなければならない。
　7.　　各学校においては，第2章に示す各教科を選択教科として設けることができるほか，地域や学校，
生徒の実態を考慮して，特に必要がある場合には，その他特に必要な教科を選択教科として設けることがで
きる。その他特に必要な教科の名称，目標，内容などについては，各学校が適切に定めるものとする。
第3　授業時数等の取扱い
　1.　　各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各教科等」という。ただし，1及び3に
おいて，特別活動については学級活動（学校給食に係るものを除く。）に限る。）の授業は，年間35週以
上にわたって行うよう計画し，週当たりの授業時数が生徒の負担過重にならないようにするものとする。た
だし，各教科等（特別活動を除く。）や学習活動の特質に応じ効果的な場合には，夏季，冬季，学年末等の
休業日の期間に授業日を設定する場合を含め，これらの授業を特定の期間に行うことができる。なお，給
食，休憩などの時間については，学校において工夫を加え，適切に定めるものとする。
　2.　　特別活動の授業のうち，生徒会活動及び学校行事については，それらの内容に応じ，年間，学期ご
と，月ごとなどに適切な授業時数を充てるものとする。
　3.　　各教科等のそれぞれの授業の1単位時間は，各学校において，各教科等の年間授業時数を確保しつ
つ，生徒の発達の段階及び各教科等や学習活動の特質を考慮して適切に定めるものとする。なお，10分間
程度の短い時間を単位として特定の教科の指導を行う場合において，当該教科を担当する教師がその指導内
容の決定や指導の成果の把握と活用等を責任をもって行う体制が整備されているときは，その時間を当該教
科の年間授業時数に含めることができる。
　4.　　各学校においては，地域や学校及び生徒の実態，各教科等や学習活動の特質等に応じて，創意工夫
を生かし時間割を弾力的に編成することができる。
　5.　　総合的な学習の時間における学習活動により，特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施と同様の
成果が期待できる場合においては，総合的な学習の時間における学習活動をもって相当する特別活動の学校
行事に掲げる各行事の実施に替えることができる。
第4　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
　1.　　各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意工夫を生かし，全体として，調和のとれ
た具体的な指導計画を作成するものとする。
　　（1）　各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。
　　（2）　各教科の各学年，各分野又は各言語の指導内容については，そのまとめ方や重点の置き方に適
切な工夫を加えるなど，効果的な指導ができるようにすること。
　2.　　以上のほか，次の事項に配慮するものとする。
　　（1）　各教科等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎
的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心や理解を深め，言
語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動を充実すること。
　　（2）　各教科等の指導に当たっては，体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した問題
解決的な学習を重視するとともに，生徒の興味・関心を生かし，自主的，自発的な学習が促されるよう工夫
すること。
　　（3）　教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育てるとともに生徒理解を深め，生
徒が自主的に判断，行動し積極的に自己を生かしていくことができるよう，生徒指導の充実を図ること。
　　（4）　生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう，学校の教育活動全体を
通じ，計画的，組織的な進路指導を行うこと。
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　　（5）　生徒が学校や学級での生活によりよく適応するとともに，現在及び将来の生き方を考え行動す
る態度や能力を育成することができるよう，学校の教育活動全体を通じ，ガイダンスの機能の充実を図るこ
と。
　　（6）　各教科等の指導に当たっては，生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりす
る活動を計画的に取り入れるようにすること。
　　（7）　各教科等の指導に当たっては，生徒が学習内容を確実に身に付けることができるよう，学校や
生徒の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，繰り返し指導，学習内容の習熟の程度に応じた指導，生徒
の興味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れた指導，教師間
の協力的な指導など指導方法や指導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図ること。
　　（8）　障害のある生徒などについては，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，例えば指導に
ついての計画又は家庭や医療，福祉等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を個別に作成する
ことなどにより，個々の生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこ
と。特に，特別支援学級又は通級による指導については，教師間の連携に努め，効果的な指導を行うこと。
　　（9）　海外から帰国した生徒などについては，学校生活への適応を図るとともに，外国における生活
経験を生かすなどの適切な指導を行うこと。
　　（10）　各教科等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できるようにするための学習活動を充実するとと
もに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。
　　（11）　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，生徒の主体的，意欲的な学習活動や読
書活動を充実すること。
　　（12）　生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価するとともに，指導の過程や成果を評価し，
指導の改善を行い学習意欲の向上に生かすようにすること。
　　（13）　生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等
に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するものであり，学校教育の一環として，教育
課程との関連が図られるよう留意すること。その際，地域や学校の実態に応じ，地域の人々の協力，社会教
育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること。
　　（14）　学校がその目的を達成するため，地域や学校の実態等に応じ，家庭や地域の人々の協力を得
るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また，中学校間や小学校，高等学校及び特別支援学校などと
の間の連携や交流を図るとともに，障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の
機会を設けること。
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